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1 は じ め に

早生品種スズマルにおいて爽と子実が成熟しても茎葉が

いつまでも青いままの成熟不整合 (葵先熟)現象が認めら

れコンバイン収穫の妨げとなっている。そこで,栽培要因

がスズマルの成熟不整合に及ぼす影響を検討 した。

2試 験 方 法

は)試験年次 :1993年

2)試験場所 :青森県農業試験場 (青森県黒石市)

0)土壌条件 :黒ボク土

に)試験条件 :表 1の とおり要因を Ll。直交表に割 り付

けて実施した。

15)供試品種 :ス ズマル

16)耕種概要

1)基肥量 (kg/a)I N05,P20,15,K2010
2)土壌改良 :堆肥100kg/a

仔)区制・面積 :1区84“,反復なし

6)区全体の成熟整合度の表示方法

図 1の とおり,薬の収穫適期における植物体の成熟整合

性を表す基準Dを基に個体の程度別に判定基準を設け,次

式から区全体の成熟整合度を求めた。

3×「 3」 の個体数+4×「 4」 の

区全体の成熟整合度=   個体数+5×「 5Jの個体数

調査個体数

3 試験結果及び考察

検討した要因の中では,栽植本数・追肥・培土の要因は

成熟整合度に及ぼす影響はほとんど認められず,播種期の

影響が大きかった。播種期別の成熟整合度の推移を図 2に

示した。晩播ほど成熟整合度は高めに推移 した。 6月 25日

播種では成熟整合度 4・ 5の個体しかみられず,成熟期後

10日 ころにはコンバイン収穫が可能な状態となり,ほ ぼ正

常な成熟経過であった。一方,5月 11日播種では成熟期の

時点で茎が青々とした個体が多く,成熟期後30日 でさえ
,

コンバイン収穫は不可能であった。

表 2に播種期別の成熟期の形態と収量構成要素を示した。

6月 25日播種が他の播種期に比べて茎径が劣り,主茎長・

主茎節数・茎重も同様に劣る傾向にあり生育量が小さかっ

た。また.百粒重が劣り,稔実業数も劣る傾向にあり子実

表 1 試験区の構成

要因  水準 1 水準 2   水準 3 水準 4

播 種 期 5月 11日  6月 5日    6月 15日 6月 25日

栽植本数 286本 /ピ 357本/ピ     ー   ー

追  肥  無   有(窒素0 5kg/a) ―    ―

培  土  無   有        ―    ―

注 追肥は開花期の13～ 18日前に培土直前にLPコ ート

70を施用。

1:茎 は緑色。全体
の1/3以上の数
の葉が残る。

2:茎色は緑色。全  3:茎 色は緑色。

体の1/3未満の    葉は数枚残る。

数の葉が残る。

4:茎色は黄色。   5:茎 色は褐色。
すべて落葉。

図 1 個体の成熟整合度の簡便な判定基準

「ダイズ個体における成熟整合性の簡易判定法」(平成 5年,九州大学農学部)よ り作図。基準解説は簡略化。
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表 2 播種期別の成熟期の形態 。収量構成要素

播種期 成熟期 主茎長 分枝数 主 茎 茎 径 茎 重 子実重

節 数

(節)  (Io) (g/本)(g/本 )

稔 実 一薬内

粒茎比 葵 数 粒 数

(個/本)(粒 /薬 )(月 日)(月 日) (cm)  (本)

百粒重
 能雛 数

(8) /茎
重

5 11   10 5

6  5    10 11

6 15    10 16

6 25    10 17

383    2 27

31 8     2 17

355    2 16

315    231

169    143

16 1     129

150     143

13 6     172

76

84

75

73

29

23
34

33

130

12 6

H7
120

67

60
60
54

62

53

55

43

148

11 3

11 7

100

24
21

21

23
F検定 ns ns ns ns ns ns ns

成熟期後日数

図 2 成熟後における播種期別の成熟整合度の推移

重が低かった。逆に茎重に対する稔実粒数の比は 6月 25日

播種が他の播種期に比べて高い値を示 した。 これらのこと

から,6月 25日 播種が他の播種期に比べ晩播のため生育量

が小さかったことと,小さな生育量に対 して結実が良好で

稔実粒数を確保 したことが養分の転流など順調な成熟経過

をもたらし,成熟不整合現象を軽減させたものと考えられ

た。

4 ま と め

スズマルの成熟不整合現象は,播種期が遅いほど軽減さ

れた。 5月 11日播種では成熟期後30日 でもコンバイン収穫

は不可能であった。一方:晩播の6月 25日 播種では生育量

が小さかったが,結実が良好で正常な成熟経過となった。
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